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　本研究は，中学校家庭科の消費・環境学習において，自分たちの廃棄の過程に焦点をあてて，様々な環境問題と
自分自身の消費行動との関わりを認識することを目指した授業を考案し，その効果を明らかにすることを目的とし
た。生徒の記述内容の分析から，生徒は自分の日常生活において排出されるゴミが社会や環境に影響を与えているこ
とを自覚し，持続可能な社会に貢献するような消費行動の必要性を理解したことが認められた。生徒の思考の広がり
と深まりを確認することができ，授業の効果が確認できた。また，題材や指導法の工夫として，個人が問題意識をもっ
て調べ学習を行い，班で情報を共有するという指導により，生徒が多面的に問題を捉えることの重要性を認識できた。
さらに，これからの消費行動の工夫と社会への提案という課題を与えたことにより，主体的に環境問題に取り組む態
度を育成することができた。
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１.はじめに
　消費者は購入，消費，廃棄という自らの消費行動の結
果を日常生活の中で認識する機会は少ない。しかし，私
たちの消費により生まれた廃棄物をめぐる環境問題は深
刻であり，消費者が購入の段階から，環境に与える影響
を考えてモノ・サービスを選ぶなど，持続可能な社会に
貢献するような消費行動をとることが求められている。
これまで筆者らは，中学校の消費・環境の授業におい
て消費者の権利を認識するための授業開発（山科ほか　
2016）や消費者の責任を認識するための授業開発（シェ
イファーほか　2017）など，消費と環境の連関を図った
授業開発とその授業効果について検討を続けてきた。こ
れらの授業においては，生徒が，自分自身の消費行動を
ふり返り，資源，生産，流通，購入，消費，そして廃棄
の各段階でどのような問題があるかを探り，公正で持続
可能な社会に貢献するための消費者の責任を認識するこ
とができた。また，消費するモノが自分の手元に届くま
でと，届いた後の消費・廃棄と社会との関わりを考察で
きた。
　しかしこれまでの消費・環境学習の一つの課題として，
重川ら（2017）も指摘するように，環境問題が生じてい
ることを認識していても自分自身の生活との関わりで環
境のことを捉えていないことが挙げられる。重川らは，
環境問題の危機的状況と生活とのつながりを効果的に伝
える授業により，環境問題と自分の生活がつながってい
ると認識した児童が増加したことを報告している。　　
　そこで，本研究においても，環境問題の危機的状況と
して廃棄物が地球環境に及ぼしている現状を考え，自分
たちの廃棄の過程に焦点をあてて，地球上で起こってい
る様々な環境問題と自分自身の消費行動との関わりを認
識することを目指した授業を考案した。具体的には，廃
棄した後のモノの姿や廃棄したモノと関わる活動に注目
させる授業を考案し，廃棄の段階から消費・購入に遡っ
て消費行動をふり返る授業を実施した。本研究では，こ
うした廃棄の過程に焦点をあてた授業を行い，その効果
を明らかにすることを目的とする。
２.研究方法および授業実践の概要
⑴授業実践の設定とねらい
　授業では，まず，地球で生じている環境問題と，この
まま問題を放置した場合に将来予測される地球の姿につ
いての認識を一致させることから始めた。そして，環境
を汚染しているものが，自分たちの日常において使用さ
れているモノ，使用後に廃棄されたモノであることを確
認させた。生徒は一般的に環境問題を認識しているもの
の，自分の行動が原因で問題が引き起こされていると認
識しているわけではない。授業前のアンケートでは，環
境問題の原因として，電気の使いすぎによる環境破壊そ
してその対策として節電を挙げるなど，節約すること
が環境問題の改善方法だと考えている生徒は86％であ
り，それに対し，自分自身を環境に影響を与える消費者
と認識して環境問題を考えている生徒は13％という結果
となった。しかし，消費者教育推進法第３条第７項では，
「環境教育，食育，国際理解教育その他の消費生活に関
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連する教育に関する施策との有機的な連携を図る」と示
されているように，消費者問題と環境問題を有機的に結
びつけて思考する必要があると考えた。そこで両者を結
びつけることができる手立てとしてゴミを教材として扱
うことにした。誰しも出しているゴミに着目し，環境に
おける諸問題について自分の問題として捉えて関心を
持って学習が進められるように授業実践をおこなった。
　授業の設定にあたっては以下の視点から教材を検討した。
　第１の視点として，消費生活を自分との関係だけでな
く，社会・世界との関係を思考できるようにした。そこで，
これまでは，消費生活と環境の単元において，「消費者
の責任」の学習の後に「環境に配慮した消費生活」を学
習することが多かったが，２つの学習課題を関連させな
がら学習していくことにした。自分の生活経験から，廃
棄までのプロセスを振り返り，他者と意見を交換しなが
ら学習を進めていくことで，生徒自身の生活経験だけで
なく，多様なプロセスがあることに気づかせる。その中
で，自分の廃棄によって他者に与える影響や，世界に及
ぼす影響など，自分の消費生活が社会や世界とつながっ
ていることに気づかせる授業作りを目指した。
　第２の視点として，学習を終えた後に継続して自分自
身の消費行動を思考できる指導の工夫である。自立した
消費者を目指すだけにとどまらず，生徒一人ひとりが日々，
自分の生活を見つめ，社会の一員として行動できる指導
を検討した。
学習項目 内　　容
第１時基礎知識の確
認・問題の発見
・2050年の天気予報
・映画「TRASH」予告編
・日本のゴミ処理問題
・地球温暖化がもたらす影響
第２時
自分の生活を振
り返り、社会的
影響を考える
・ ゴミを衣食住のカテゴリーに分けて
振り返る
・消費者の責任とは何か
・ 自分、自治体、企業、世界で取り組
んでいることを調査
第３時情報の共有
発表の準備
・各自で調査したことの共有
・Sustainabilityに気がつかせる
・ 各班のSustainabilityについて発表
準備
第４時
情報の共有これ
からの消費者と
しての行動につ
いて
ゴミから地球を救えるか！？　
・各班のSustainability＝◯◯発表
・消費者とは？
・消費者の５つの責任
・消費者市民社会に向けて
第５時消費者から提案
してみよう
・ よりよい未来に向けて企業や地域に
提案してみよう
表１　指導計画の概要　
⑵指導計画
　対象は国立大学教育学部附属中学校の２クラス（計75
名，実施時期は４月～７月である。指導計画の概要は表
１の通りである。
　全体の学習目標は「自分の消費行動によって引き起こ
される環境や社会の問題について理解し，これからの消
費行動について工夫することができる」とした。授業計
画は中学校家庭分野におけるＤ領域「身近な消費生活と
環境」に位置付けた。
３.結果　
⑴授業実践における生徒の記述内容の分析
　生徒に行った消費生活と環境のアンケート結果から，
消費者と聞いて，「商品やサービスを受ける，購入する者」
という認識が全体の95％と大半を占めているが，購入後
のモノの責任についてまでを消費者の責任と考えている
生徒は少ないことが明らかとなった。また，リサイクル
や地球環境について関心のある生徒は82％ととても多い
が，実際に行っていることとしては，地域のゴミステー
ションの資源ゴミ回収ルールに従って行動しているのみ
で，それ以外の廃棄物については関心が低かった。
　そこで，第１時においては，生徒の考えている消費者
の責任の現状を踏まえ，消費者は購入するときにだけ責
任があるのかとともに，このままゴミが増え続けると未
来はどうなるのかを考えることとした。多くの生徒がゴ
ミを捨てることは焼却の際に多くの温室効果ガスを排出
すること，それにより地球温暖化を進めていることを理
解していた。しかし，地球温暖化によって自分たちの未
来がどのようになるかを具体的に答えられる生徒はいな
かった。起こりうる地球の問題と自分の生活を繋げて考
えさせるために，世界気象機関（2014）が作成した映像
『2050年の天気予報』を用いて考えを深めていくことと
した。映像では，世界各地で異常気象が起こっていたり，
日本においては紅葉の見頃がクリスマス頃となっていた
りと今では考えられないが着実にこの未来へと近づいて
いることが感じられるものとなっている。視聴した生徒
の感想は表２の通りである。
生徒①
地球温暖化が進んでいることはわかっていたけど、その先
で待っている未来はもっとあとのことかと思っていた。す
ぐそこまできているような気がして怖い。
生徒②
ニュースなどで「異常気象」と言われることがあるが、少
しずつこの未来に向かっているのだと思うとどうにかしな
くてはいけない、と感じた。
生徒③
当たり前のように捨ててきたゴミからこんな未来を作って
いたなんて、消費者は買う時だけではなく、責任をもって
ものを最後まで処理しないといけないと思う。
表２　映像を視聴した生徒の感想　
　第２時では，実際に自分の生活を振り返り，家庭や生
活で出るゴミについて衣・食・住のカテゴリーに分けた。
そしてグループごとに１つのカテゴリーを担当し，消費
者にはどんな責任があるか，ブレインストーミングによっ
てアイディアを各自考えることとした。食生活について
のゴミを担当したグループでは，５Rを基準に考えて分
類していた。さらにこのグループでは個々にアイディア
を出していく中で，既存のゴミを減らす方法だけなく，
食生活のゴミの中でもペットボトルなどの容器ゴミに着
目し，課題に対する解決策となるであろう内容も検討し
ている（表３）。このようにグループでの話し合いと思
考錯誤のプロセスを経ることで，教師が示した枠組みを
超えた思考の深まりもみることができた。
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ゴミの量を減らす
・生ゴミは水を切る
・料理中に余計な水を使わない
・廃棄物を減らす
・野菜の皮なども食べられる工夫をする
余計なモノはもらわない
・レジ袋を断る
・木を使わない割り箸を選ぶ
・使い捨てを使わない
・買い物袋を持参する
買うモノを選ぶ
・食べられる量を買う
・環境に配慮された商品を買う
・賞味期限，消費期限を確認して買う
・地球温暖化について考えてから買う
食品廃棄量を減らす
・食べ物を残さない
・食べ物を近所の人に分ける
・食品の期限を見て工夫して調理する
・フードバンクを利用する
再生・リサイクル
・ペットボトルのポイ捨て禁止
・再生できるトレーなどはリサイクル
・リサイクルできるものは燃えるゴミに捨てない
その他
・ 飲み物や容器を使う食品などを買うときに10円高くして
売って，飲み終わったあと，食べ終わったあとに指定の
ボックスに入れると10円が返却されるようにする機械を
設置する
表３　食生活グループ①のゴミ問題の解決策の一覧　
　第２時の授業後に，グループで担当したテーマについ
て自分たちにできること，自治体で取り組んでいること，
企業で取り組んでいること，世界の国々で取り組んでい
ることと４つの調査テーマを班員で分担し，調査する宿
題を出した。
　第３時では，導入時に「Sustainability」という言葉
について取り上げた。生徒に対して，Sustainabilityと
は持続可能にしていくという意味があり，「環境と開発
に関する世界委員会」が1987年に公表した報告書『Our 
Common Future』の中心的な考え方として取り上げた
概念で，「将来の世代の欲求を満たしつつ，現在の世代
の欲求も満足させるような開発」のことであることを理
解させた。さらに1992年の地球サミットから1997年国連
環境開発特別総会，2002年持続可能な開発に関する世界
首脳会議（ヨハネスブルグサミット），そして2012年の
国連持続可能な開発会議（リオ＋20）でどのような事が
話合われたのかを確認した。生徒自身が生まれる前から
世界では環境問題について協議されてきていること，一
人ひとりがこの問題に取り組むべきことだと確認をした
上で，グループで作成したゴミ問題解決策の一覧から他
の人にも伝えたい，消費者が継続して行っていくことで
地球環境や社会環境を改善できる「Sustainability」と
なる内容があるかを検討した。そして，各グループで考
えたSustainabilityを発表するために，パワーポイント
の作成をおこなった。
　第４時はカテゴリーごとの検討から，それぞれのグルー
プごとに引き起こされている課題を整理して明らかになっ
たことと，今後の提案としてのSustainabilityや取るべ
き行動について，「ゴミから地球を救えるか！？私たち
のSustainability」と位置付けて，発表を行った。発表
の仕方はグループごとにパワーポイントを用いたプレゼ
ンテーションの他に，ロールプレイングを用いてのプレ
ゼンテーションを行うグループもあった。表４に各グルー
プの発表タイトルを示す。
発表のタイトル
衣生活グループ①再生と寄付
②買わない、捨てない
③洋服を生まれ変わらせること
④洋服リレー
⑤もう服を買わない
⑥100年着られる服を作ること
食生活グループ
①間食を取らない
②食べきりキャンペーン
③３０１０運動
④ふるさと納税住生活グループ
①過剰包装の廃止
②ゼロエミッションをしている企業を選ぶ！
③販売制限
④裏紙の利用
⑤捨てない
表４　各グループの発表タイトル
　住生活グループ②の「ゼロエミッションをしている企
業を選ぶ！」では，廃棄される家庭ゴミだけでなく，企
業のゴミにも着目していた。企業から出るゴミは家庭か
ら出るゴミよりもはるかに多いが，消費者として，環境
問題に取り組んでいる企業を選択し，その企業からモノ
を購入をすることで，ゴミの削減には有効なのではない
かと考えていた。調査をしていく中で，ゴミを減らす取
り組みをしている企業の多くがゼロエミッションに取り
組んでいることを突き止め，消費者の購入行動は企業へ
の投票行動でもあることに気付き，発表へと繋げていた。
　また，表３で取り上げた食生活グループ①は「間食を
とらない」をテーマにした。例えば市販されているポテ
トチップスの袋は捨てている人が多いが，素材はプラス
チックなので，プラスチック資源として活用することが
できる。しかし，食べ終えてそのままでは油がついて
いるために資源ゴミとしての活用はできない。箱に入っ
ているお菓子や包装紙についても触れており，購入時だ
けでなく，自分の購入したものに対して最後まで責任を
持てないのであれば購入しない＝間食をとらないという
提案であった。また，お菓子を購入するだけでなく，野
菜の皮や余った食材で作れる簡単な手作りお菓子を紹介
するなど，実生活で活用できるように提案も行っていた。
それぞれの発表を聴き手として聞く際には，初めて知っ
たことだけに注意を向けるのではなく，自分の生活を振
り返らせながら，自分のどの生活場面で活かせそうか，
さらに加えられる工夫はないかなど，様々な場面で消費
選択をする上でどのような行動を取るべきかを考えさせた。
　各グループの発表後，消費者としてどのような責任が
あるかをもう一度振り返らせた。授業前においては，生
徒の消費者のイメージは「モノを購入する人」「モノを
使う人」「お金を使う人」など購入や使用の場面に関す
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るものがほとんどだったが，学習や発表を通して，授業
前には意識していなかった消費者の責任について具体的
に考えることができ，消費者の責任についての理解を深
めることができた。生徒から挙がった意見は，表５に示
すように，消費者の５つの責任（批判的な意識を持つ責
任，自己主張し行動する責任，社会的関心への責任，環
境に与える影響を自覚する責任，連帯する責任）に関す
る内容にまとめることができた。この５つの内容に加え
て，具体的に誰が作ったか，どこで作られたか，何を使っ
て作ったか，何でできているのか，適切な取引だったか
など，買う前に考える責任についての記述も見られた。
批判的な意識を持つ責任
・何を使って作ったか
・適切な取引だったか
自己主張し行動する責任
・誰かに伝える責任
社会的関心への責任
・ニュースなどに関心をもつ責任
環境に与える影響を自覚する責任
・ゴミにしない責任
・ゴミを捨てた後のことを考える責任
連帯する責任
・自分のことだけじゃなくて他人のことも考える責任
・ルールを守る責任
その他
・自分の行動を見直す責任
・購入前に考える責任
表５　学習を通して気づいた消費者の責任　
　第５時は授業のまとめを行い，発表したSustainability
を社会や世界に発信していく方法を考えた。それぞれの
テーマによって，都道府県の環境政策課や，近所のスー
パーマーケット，学校の生徒に向けてなどテーマに沿っ
た対象を決めて発信方法を検討した。発信方法としては，
手紙を作成して企業に送る，直接意見を伝えに行く，ポ
スターを掲示するなどが挙がった。例として表６に食生
活グループ①のショッピングモールに向けた提案内容に
ついて，表７に衣生活グループ①の衣料品店に宛てて作
成した手紙を示す。
お菓子の包装紙ゴミを減らすイベント開催について
【ねらい】
ショッピングモールのイベント施設を利用することで、お
菓子の包装紙のゴミについての問題を気軽に知ってもらう
【対象】
お菓子を購入した人は無料で参加できる
子どもは無料で参加できる
【イベントの流れ】
①お菓子の包装紙の問題点を説明する
②包装紙を使ったリメイクを提案する
③実際にリメイクをする
④ゴミの捨て方・再利用について考える
表６　食生活グループ①　ショッピングモールに
向けた提案　
【考えられる効果】
・包装紙が捨てられることが減る
・ゴミの問題について楽しく学ぶことができる
・ 包装紙以外のゴミの捨て方について考えるきっかけに
なる
・性別年齢問わず取り組む事ができる
衣料品産業におけるデポジット制度について
拝啓　からりとした晴れの日が続く季節となりました。
私達は、家庭科の時間を使って、衣料品のゴミを減らす
方法を考えています。そこで私達は捨てられた服がいか
にして焼却場に行かないようにするかを考えました。そ
こで考えついたのがビンなどでも利用されているデポジ
ット制度を衣料品にも適用させるということです。
　私達は衣料品におけるデポジット制度とは何かを考え
ました。衣料品はビンなどと違って捨てられるときは、
買う時よりも状態が悪くなっています。ですからビンと
違って使い回すというよりも作り替えるということを中
心にしていく必要があります。このことから、服に２～
４割の利子をつけて販売し、着古したら販売店に持って
行くと利子が返還され、回収した服は発展途上国でリユ
ースしたり、ウエスなどに作り替えると良いと思います。
　販売価格に影響することなので、各企業が協調するこ
とが大切です。そのことから、財団を設立し各企業が協
賛及び出資し財団から各企業にデポジット制度の整備に
必要な出資をするという体制をとるとよいと考えます。
　拙い意見ですが、目にとめておいて下されば幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
表７　衣生活グループ　衣料品店への提案　
　自分たちの調査結果や提案の発信先を各グループごと
に検討することで，社会や世界にどのような機関がある
のか，それぞれどのようなことを行っているのかを自発
的に調べることができた。また，前時の授業でおこなっ
たSustainabilityの発表から，提案内容を作成したことで，
個々の行動が社会や世界とつながっていること気づかせ
ることができた。
⑵　授業実践前後の変容
1　生徒の記述内容にみる変容
　先述したように授業前に消費者とは？との問い掛けに，
最も意見が多かった順に「モノを購入する人」，「モノを
使う人」，「お金を使う人」となり，ゴミに関するアンケー
トではゴミの捨て方は自治体の指示通り行っている生徒
が多く，自治体のルールに則って行動することで，ゴミ
の問題が解決すると思っている生徒が大半だった。また，
消費者とゴミの問題を結びつけて考えている生徒は見ら
れなかった。しかし，第１時において，ゴミの現状につ
いての知識・情報の確認と共有，意見の共有，自分の生
活を振り返ることを通して，消費者とゴミの問題が自分
の事として認識を持つことができた。また第２・３時に
おいて，個人の考え，グループ内での意見交換などを通
じて様々な形で情報を整理していくことで，第４時にお
ける生徒の記述内容に思考の深まりと多様性が見られた。
また，表５に見られるように，消費者とはどのような責
任があるか，後掲の表８，表９の記述からも明らかなよ
うに，環境に配慮したゴミの減量化だけでなく，自身の
消費行動が社会や地球環境，人に影響を与えていること
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を認識することができた。消費者として単にモノやサー
ビスの受け手としてだけでなく，消費を社会，経済，環
境などに影響を与えるものであると考えてモノやサービ
スを選ぶなど，持続可能な社会に貢献するような消費行
動の必要性に気づくことができた。毎日誰もが出してい
るゴミを切り口に生徒自身の日常生活の課題を改めて認
識させ，社会へあるいは世界へ発信していく学習活動を
通じて消費者としてどうあるべきかを考えることができ，
学習の内容の理解が深まったといえる。
2　振り返りシートからみる思考の広がり
　毎授業後に記入させている「振り返りシート」は，授
業の感想・疑問，生活での活かし方，さらに調べたいこ
との３点を書くことになっている。抽出生徒①（表８）
と抽出生徒②（表９）の生活での活かし方についての記
述を取り上げて，本実践において，どのように思考の広
がりがみられたかについて分析を行った。
内　　容
第１時2050年の未来が本当に怖かった。なんでそんなにゴミ
が出ているんだろうと思った。
ゴミが色々な環境問題を悪化させているのなら、ゴミ
を減らせば良いと思う。
第２時自分の1日を考えてみたら相当ゴミを出しているんだと
思った。食べ残すことがよくあるが、食べ物のゴミの
中で食べ残しゴミがすごく多かった。食べられる分だ
け頼むなど気をつけなきゃいけないと思った。
第３時
Sustainabilityというのを初めて知った。何でも循環で
きる仕組みがあればそれは持続可能につながるんじゃ
ないかと思う。食べ物は食べてしまったら循環できな
いが、それについてくる包装紙やトレーなどがうまく
活用できそうだと思う。活用できてもみんなが協力で
きる方法がなければ意味がないから、考えたい。
第４時
それぞれのカテゴリーの発表は興味が沸いた。特に服
については私は兄弟などいないので、着られなくなっ
たら捨てていたけど、活用の方法が色々あるんだと知
った。消費者には色々な責任があったけど、知ること
が消費者として行動する第1歩だと思う。
表８　単元を通しての思考の広がり　生徒①　
内　　容
第１時
未来の天気予報をみて、こんな未来は嫌だなとは思っ
たが、あまり実感は沸かなかった。ただ、悪化させな
いためには何かする方が良いと思う。
第２時
ゴミを捨てるとき、分別をするのが面倒だと思ってい
たし、分別をしないで捨てることもあった。でも今日
は分別の必要性を知れたから、これからはきちんとし
ようと思う。責任をもって買うというのは、買った物
の最後を考えることまでを指すと思う。
第３時Sustainabilityの発表内容を考えた。みんなに協力して
もらいたいことがたくさん有る中で、どれを発表に持
って行くのがいいか、悩んだ。
どの案にしても協力は絶対なので、いい発表にしたい。
第４時
どの発表でも自分たちで行動していかないといけないな、
と思わされた。何も考えずに与えられた中で生活する
のではなくて、めんどうでも、なぜ？と考えて自分の
行動に責任をもちたい。自分の行動に責任をもつこと
は、よい消費者にもつながっていくと思う。
表９　単元を通しての思考の広がり　生徒②　
　生徒①は第１時で，ゴミがもたらす環境への影響や問
題について認識することができたが，この時点では消費
者（自ら）が原因となっていることに目を向けることが
できていなかった。しかし，第２時では自分の生活を振
り返る中で自分の出しているゴミが原因になっている
こと，自分の購入時の選択が問題を解決する糸口になる
ことに気づくことができた。また，第３時から第４時に
かけて自身を一人の消費者として，環境問題の解決に
向けてどのように行動するべきか，自分の生活に合っ
た方法を考えている。環境教育等による環境保全の取
組の促進に関する法律（平成15年法律第130号）におい
て，環境に対する知識や考えのほか，社会の多様性や将
来に対する責任，資源やエネルギーの有限性など，自ら
考え，自ら行動する人づくりの推進が謳われ，持続可能
な開発のための教育（ESD：Education for Sustainable 
Development）が特に重要であるとされている。今回の
授業実践は，生徒自身が，一消費者として自分なりに取
り組むべき課題について明確にすることができ，ESD
の視点を含む実践といえよう。家庭科という教科が実践
する環境教育やESDについては，これまでも様々な教
育実践が行われているが，本実践は，自身の消費（行動）・
廃棄という観点を重視して，環境問題を捉えなおし，将
来を見据えて自らの消費（行動）・廃棄を考えていくア
プローチの方法に特徴があったといえる。
　表９の生徒②は，第１時では，何かしなくてはいけな
いと考えつつも，答えを出すまでには至っていない様子
から分かるように，当初は環境問題について意識の低い
生徒であった。しかし，第２時ではゴミを分別するとい
う地域で決められたルールを実行する中で沸いた疑問を
調べ，理由がわかることで実践の意欲がわいていること
がわかる。さらに，自分自身を一消費者として考え，ど
のように行動するべきかまで考えることができた。第３
時，第４時では問題を解決するためには，一人ではなく，
多くの人と協力して行う必要があることや，自ら自分の
生活を振り返り，自分の消費行動や生活を改善していこ
うという姿勢がうかがえる。このように毎時の学習後に
自分の生活に活かすことを記述させることにより，教師
だけでなく，生徒自身も思考の変化を読み取ることがで
き，自己評価に繋げることができた。
４.　考　　察
　本授業実践では，自分の消費生活が環境に与える影響
について考え，環境に配慮した消費生活について工夫し，
実践できることをねらいとして授業計画，教材，指導内
容の工夫を行った。生徒の記述内容から生徒の思考の広
がりと深まりを確認することができ，授業の効果が見ら
れた。
　題材や指導法の工夫としては，消費者問題の現状だけ
でなく，環境問題と合わせて学習できるよう，生活の中
で毎日廃棄しているゴミを取り上げ，実生活に結びつけ
ることを意識した。現在起きている問題を認識し，自分
の生活を振り返り，消費者にはどのような責任があるの
かを考えること，何が，どこで，どのように問題になっ
ているのかを考えること，そして，解決の糸口を多方面
廃棄の過程に焦点をあてた家庭科の消費・環境学習
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からアプローチしてみることを指導した。そのために班
で話し合うととともに，生徒が個々に課題だと感じるこ
とについて調査をし，その結果を意見交換するように働
きかけた。その結果，一人ひとりが自分の調査した内容
に自信を持ち積極的に意見を交換し合い，互いの考えか
らさらにステップアップした内容を考えていく様子が見
て取れた。
　本授業において，第１時には地球で生じている環境問
題について，自分自身の日常を振り返りながら，自分の
考えや課題を持てるようにし，第２時には自分の考えだ
けでなく，課題について調査したことや他者と意見を交
換し考える時間と分けて設けた。そうすることで，一つ
の課題に対してそれぞれ違う視点から考えることができた。
探索活動は，生徒が１つの問いの解決に向けてそれぞれ
が別の視点や課題を持ち，一人ひとりがそれぞれの個性
に即して大きく変わっていく活動であり，社会的な共同
体の中で，自分が貢献できる独自の役割の発見である（佐
伯　1995）。本実践においては，将来起こりうる問題や
課題に対して，一人で解決していくのではなく，他者と
協働していくことを重要視した。学習活動を通じて自分
自身の生活を往還的に振り返りさせ，生徒自ら課題を発
見できる指導の工夫を行うことで，１人１人が自ら見つ
けた課題について探索する活動を位置付けた。
　今後の課題としては，個々のスキルや知識をいかに協
働していくか，どのように学習させることが望ましいか
についてさらに検討がすることである。
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